
平成 27年（2015 年）1月 1日現在　※（　）内は対前月比

人口 98,630 人（－65）／男 47,833 人（－30）／女 50,797 人（－35）／世帯 38,167 世帯（－23）

人口と世帯
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安曇野市

“輝”安曇野の未来を見つめる新成人たち
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初めて、賛成・反対が同数 で議長が決す。
委員会採決結果（請願・陳情）が本会議で変わることも！

新本庁舎内の議場に国旗と市旗を掲揚する請願
について、総務委員会で審査した結果は賛成少
数で「不採択」と決定し本会議に報告された。
本会議では、委員長報告に対する討論があり、
請願について採決したところ賛成 12 人、反対
12 人の同数となったため議長が決めることとな
り「採択」と決した。

請願第４号　安曇野市議会議場に国旗・市旗を掲揚するよう求める請願

・国旗及び国歌に関する法律が施行され国を象徴
するシンボルで国家にとって必要。行事や式典な
どで国旗が掲揚され定着し、オリンピックなど
国際競技大会で国旗・国歌に敬意を払っている。
自国の国旗に敬意と誇りを持ち、自由闊

かったつ

達な議論
を交わす議場に国旗と市旗を掲揚すべきである。

・憲法では第 8 章に地方自治を定めている。地方
自治は地方公共団体が法人格を持ち地方政府と
考える。市民の皆さんの主権に基づいて討論す
る場が議場であり、国旗がなくても市民主権の
立場から市章があれば十分。市民のための政治
をする議場には国旗は必要ない。

請願第 7号
介護従事者の処遇改善を
求める請願書
（福祉教育委員会では全員賛成で採択）

陳情第 11 号　安曇養護学校に在籍する安曇野市在住の子どもた
ちの通学負担軽減のためのバス配置について
（福祉教育委員会では賛成多数で採択）

・処遇改善の費用は国費で行うとあるが、社会保
障のための消費税 10%アップをどのように考え
るのか。
・処遇改善の費用について、保険料や利用料に転
嫁せず、国費で行うという点については賛成で
きない。

・介護従事者は大変厳しい状況に置かれて、月額
でも平均賃金より 9 万円も下回っている状況。
利用者と介護従事者が対立関係にならないよう
に、国が補填していく。国が始め
た制度なので、国が責任を持って
滞りなくやっていくのが筋。消費
税に頼らない道をきちんと考えて
いくべきだ。

議員提出第 11 号　介護従事者の処遇改善
を求める意見書（請願第７号に基づいた意
見書）

議員提出第 14 号　介護従事者等の処遇改
善を求める意見書（議員提出第 11号の意
見書から、「処遇改善の費用については、
保険料や利用料に転嫁せず、国費で行うこ
と。」を削除した意見書）

・市が直接実施するのではなく、県に対して通学負担の軽減策を求めるべきだ。市は、県の施設に
係る運用管理を賄うほど余裕はない。
・ルール、法律、制度、そういった分担のきちっとした仕組みの中では賛成できない。

・議会として採択し、市長の英断を後押しする議会の心を示そう。
・子ども達の親は市民として税金を納めている。就学先が県ということで差別するのはいかがなも
のか。卒業すれば、安曇野市民として生活していく子ども達であることを考えてほしい。
・須坂市立須坂支援学校の例からも明確だが、県の事業でも市にもできることはある。子どもの成
長と教育には、タイミングが大切で、待たせておくわけにはいかない。
経費の試算によれば、大型バスに運転手と介助員 2人で、800 万円
程度だ。小型バスで運転手と介助員１人なら、500 万円か 600 万円
程度で可能だろう。困っている子ども達とその家族を一日も早く
助けるべきだ。

条例
制定

保育所や幼稚園をはじめ乳幼児を対象と
した小規模な施設も「認可」と「確認」
を受けることで、新たな給付制度の対象
になる。

議案第 103 号　安曇野市家庭的保育事業
等の設備及び運営に関する基準を定める
条例
小規模保育（定員 6～ 19 人）や家庭的保
育（定員 1 ～ 5 人）事業など地域型保育
事業の認可基準を定めている。

議案第 104 号　安曇野市特定教育・保育施
設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例
地域型保育事業と施設型保育事業（保育
所や幼稚園など）について、新たな給付
制度の対象になるか確認する基準を定め
ている。

不採択 不採択

採択

　　子ども・子育てへの環境整備
のため、支援制度がはじまります。

可決

可決

反対の意見

反対の意見 賛成の意見

反対の意見

賛成の意見

賛成の意見

➡ 賛成少数で否決

賛成多数で可決

公園で遊ぶ子ども達

10ページへ



45
安曇野市議会だより　第 37号AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2015 .2 .4AZUMINO  CITY  COUNCIL  NEWS  2015 .2 .4安曇野市議会だより　第 37号

伐倒作業

平成26年度安曇野市一般会計補正予算（第4号） 賛成多数で可決

補正前の予算額
447億8,900万円

補正後の予算額
443億4,400万円

補正予算額
△4億4,500万円

障害者支援事業の拡充
障害者等サービス利用計画を立てることにより障
がいのある皆さんが、自分にあったサービスが利用
できるようになります。

松くい虫被害対策事業の増額
個人宅の庭木や地域神社の伐採は、被害本数
が多く処理費用が不足しています。

有害鳥獣駆除費を増額
今年度は“熊”がたくさん出没しました。

クローズアップ

クローズアップ

1億2,500万6千円

313万5千円

1,180万1千円

福祉

松くい虫

熊
クローズアップ

目撃件数 補殺頭数 放獣頭数 被害件数
平成 26年度 198 53 23 19
平成 25年度 31 10 9 8
増減率（％） 639 530 256 238

捕獲された熊
※平成 26年度は 12月現在

大規模事業の契約議決
契約変更

新たな契約

穂高幼稚園耐震補強・大規模改造工事変更
請負契約を締結
議案第117号	 変更前  3億240万円
	 変更後  3億1,908万6,000円

安曇野市新本庁舎建設工事変更
請負契約を締結
議案第133号	 変更前  52億1,566万5,000円
	 変更後  54億3,845万8,200円

本庁舎建設事業に関連した什器購入 5 件と行政情報コーナー整備関係備品購入に係る契約1件を締結
議案第135号～140号	 1億7,771万4,000円

可決 可決

可決

平成 26 年  12 月定例会

報告
番号 件　　　　　　　名 結果

29号

地方自治法第180条の規定に
よる専決処分の報告について

林道事故に関すること

受理

30号

31号 道路事故に関すること

32号
財物事故に関すること

33号

34号 専決処分の承認を求めることについて
（平成 26年度安曇野市一般会計補正予算（専決第１号）） 承認

35号 地方自治法第180条の規定に
よる専決処分の報告について 自動車事故に関すること 受理

36号

報告事項
議案
番号 件　　　　　　　名 結果

102号 安曇野市児童クラブ利用者負担金条例の一部を改正する条例

可決

103号 安曇野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例

104号 安曇野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例

105号 安曇野市国民健康保険条例の一部を改正する条例

106号 安曇野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

107号
安曇野市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準等を定める条例

108号 安曇野市地域包括支援センターの包括的支援事業を実施する
ために必要なものに関する基準を定める条例

113号 平成26年度安曇野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

114号 平成26年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第３号）

118号 公の施設の指定管理者の指定について
（安曇野市穂高老人保健センター）

健康・福祉

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

109号 安曇野市豊科女性研修センター条例の一部を改正する条例

可決

110号 安曇野市有明山林財産区管理会条例及び安曇野市穂高山林財
産区管理会条例の一部を改正する条例

119号

公の施設の指定管理者の
指定について

豊科安曇野の里自然活用村

120号 ファインビュー室山

121号 ほりでーゆ～四季の郷及び周辺
施設

122号 三郷やすらぎ空間施設

123号 三郷畜産活性化施設

124号 安曇野市三郷堆肥センター

125号 安曇野市自然体験交流センター

129号 安曇野市・松本市山林組合規約の変更について

産業・経済

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

115号 平成 26年度安曇野市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

可決
116号 平成 26年度安曇野市水道事業会計補正予算（第１号）

127号 市道の廃止について

128号 市道の認定について

建設・水道

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

111号 安曇野市博物館等における美術品取得及び特別企画展開催基
金条例の一部を改正する条例 可決

117号 穂高幼稚園耐震補強・大規模改造工事変更請負契約について

126号 公の施設の指定管理者の指定について（安曇野市穂高プール）

教育

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

98号 安曇野市公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例の
一部を改正する条例

可決

99号 安曇野市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正
する条例

100号 安曇野市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

101号 安曇野市本庁舎等建設審議会条例を廃止する条例

112号 平成 26年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）

130号 安曇野市一般職の職員の給与に関する条例及び安曇野市一般
職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例

131号 安曇野市特別職の職員等の給与等に関する条例の一部を改正
する条例

132号 安曇野市職員の再任用に関する条例の一部を改正する条例

133号 安曇野市新本庁舎建設工事変更請負契約について

134号 自動車事故に係る損害賠償について

135号 本庁舎建設事業　什器購入（その１）に係る売買契約について

136号 本庁舎建設事業　什器購入（その２）に係る売買契約について

137号 本庁舎建設事業　什器購入（その３）に係る売買契約について

138号 本庁舎建設事業　什器購入（その４）に係る売買契約について

139号 本庁舎建設事業　什器購入（その５）に係る売買契約について

140号 本庁舎建設事業　行政情報コーナー整備関係備品購入に係る
売買契約について

総務・財政
請願
番号 件　　　　　　　名 結果

4 号 安曇野市議会議場に国旗・市旗を掲揚するよう求める請願

採択5号 梓橋の新設（改修）の早期着工の請願について

6号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求め
る請願書

7号 介護従事者の処遇改善を求める請願書 不採択

請願

陳情
番号 件　　　　　　　名 結果

7 号 農業改革における慎重な議論と自己改革を基本とした支援を
求める意見書（案）の採択と政府への働き掛けについて 採択

9号 国に対し、消費税率 10％への増税中止を求める陳情書 不採択

10号 戦没者御遺骨帰還に関する法律制定の賛成する意見書
提出を求める陳情書 採択

11号 安曇養護学校に在籍する安曇野市在住の子どもたちの通学負
担軽減のためのバス配置について 不採択

12号 人種差別を扇動するヘイトスピーチを禁止し処罰する法律の
制定を求める陳情書 採択

13号
「安曇野市議会議員の寄附禁止に関する条例」の制定、及び「平
成 26年２月に行われた当市市議会議員の寄附行為の真実の
究明、公表」を求める陳情

不採択

陳情

議案
番号 件　　　　　　　名 結果

9 号 農業改革における慎重な議論と自己改革を基本とした支援を
求める意見書 可決

10号 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求める
意見書

11号 介護従事者の処遇改善を求める意見書 否決

12号 戦没者御遺骨帰還に関する法律制定に賛成する意見書

可決13号 ヘイトスピーチ対策に関する意見書

14号 介護従事者等の処遇改善を求める意見書

議員提出議案

7ページへ
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先送りになった事業があり、全体としてマイナス補正となりました。
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常任委員会報告

総務委員会福祉教育委員会

環境経済委員会

建設水道委員会

経済・財源で論議 上位法との関係は

　議案第 103 号
安曇野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例

家庭的保育事業等の基準を定める
条例が制定された

　請願第５号
梓橋の新設（改修）の早期着工の請願について

梓橋の新設（改修）の早期着工を…
21,524 人の署名簿を提出 議案第 112 号

平成26年度安曇野市一般会計補正予算（第4号）
（建設水道委員会所管事項）

法人税や交付税の増額を見込んだ財源調整

　陳情第 9号
国に対し、消費税 10%への増税中止を求める陳
情書

　陳情第 13号
「安曇野市議会議員の寄附禁止に関する条例」の
制定、及び「平成26年2月に行われた当市市議会議
員の寄附行為の真実の究明、公表」を求める陳情

請願第 6号
安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大
幅増員を求める請願書

請願第 7号
介護従事者の処遇改善を求める請願書

陳情第 11号
安曇養護学校に在籍する安曇野市在住の子どもたちの通学負担軽減のためのバス配置について

安曇野の豊かな自然を守り、
安らぎと憩いの拠点づくりに

行政のスリム化
「公の施設」の指定管理

　議案第 112 号
平成 26年度安曇野市一般会計補正予算（第４号）
（環境経済委員会所管事項）

　議案第 120 号
公の施設の指定管理者の指定について（ファイン
ビュー室山）

反対の意見
・市民生活への負担はかかるが、子育て支援や高齢者福祉な
どの財源に充てることを前提として陳情に反対。

賛成の意見
・消費税のアップで他の税収が落ち込む。消費税アップを中
止して経済成長基盤を築くことが必要。

・「保育士又は保育士と同等の知識を有するもの」など、保
育士でなくてもよいと解される部分があるが、この時期の子
どもの成長を支えていくには、有資格者が必要だと考える。

旧国道 147号線梓橋を変則３車線に改善したが、交通渋滞
は一向に改善されていないので、早急に全線の３車線化に
ついて、関係機関への働きかけを求める請願

・ファインビュー室山は、貴重な市民の財産であり憩いの
場、田舎と都市の交流施設だ。市の財産として持ち続ける
べきで、将来的に民間に譲渡していく考えがあるので、指
定管理には反対する。

・条例の内容をひとつずつ吟味すれば全く不安がないとは言
えないが、今後さらによりよい子育て支援が実現していく
一過程として賛成する。

・公の施設の在り方検討委員会で議論がつくされた。民間譲
渡も含め指定管理には賛成する。

・県立の学校ではあるが、市としてもできることはある。
・地域の子どもは地域で育てるという観点からも児童生徒やその家族の願いを叶えたい。

・請願には、施設の老朽化による抜本的な改修についてもう
たわれているが、とりあえず現状の交通渋滞の緩和策とし
て、橋梁のオール３車線化を進めるべきである。

・梓橋の新設・改修については、早急にやっていただく必要
があると思うので、市として引き続き要望をしてほしいと
思う。もう一方で、県や松本市などと連携して、渋滞解消
に向けた方策を一緒にとる必要があると思う。

反対の意見
・公職選挙法と議員の問題であり、今回の行為の真実の究明、
公表は議会で行うことで
はなく、法律において対
応する担当に任せるべき。
議会では倫理面での対応
が必要。

・命を守る現場で働いている方たちが、自分自身の命や健康を損
なうような過酷な状況で働いている。自分の健康を守ってこそ、
患者の健康を守れると思う。働く環境改善は喫緊の課題。

・今後の高齢化を見据えた中で、処遇改
善は今からしっかりやっていかなけれ
ばならない。

賛成少数で不採択

賛成多数で可決

賛成なしで不採択

賛成多数で可決

全員賛成で採択

全員賛成で採択

全員賛成で可決

賛成多数で採択

全員賛成で採択

賛成多数で可決

常任委員会で　審査しました。常任委員会で　審査しました。
※
常
任
委
員
会
と
は
・・・
議
会
の
中
に
常
設
さ
れ
て
い
る
委
員
会
。
議
案
や
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
、
よ
り
専
門
的
に
審
査
を
行
う
。

Qしゃくなげの湯整備事業は、1回目の不落に続き 2回目も
不落となったが理由は。

A不調不落は全国的な傾向である。建築工事のほとんどの市
場は民間であり、官庁が発注しても、魅力ある民間工事に
向いてしまう。仕事があふれていて、仕事を出しても取っ
ていただけない。

Q有害鳥獣駆除対策に関し、本年度は熊の出没情報が非常に
多かった。具体的にどうだったのか。

A目撃情報 198件、捕殺53件（人家周辺の場合警察官立会いの
もと人的被害に及ぶ前に緊急捕殺処分を含む）、放獣 23頭、
農作物被害は 19件発生している。（12月８日現在）

Q土木費の道路橋梁新設改良費の歳入で、公共施設整備基
金繰入金 3億 2,300 万円を財源調整したということだ
が、理由を聞きたい。

A公共施設整備基金繰入金については、当初は整備基金を
組み入れて事業を行う計画だったが、法人税や交付税の
増額が見込まれたことで、基金の取り崩しを行わずに一
般財源を充てるという財政計画によるものである。

渋滞解消が望まれる
梓橋

区民総出で有害鳥獣防止柵の施工（堀金：田多井区）

2ページへ

3ページへ

反対の意見

反対の意見

賛成の意見

賛成の意見

意　　　見

意　　　見

意　　　見

意　　　見
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信誠会　　濵　　昭　次

政和会　　平　林　德　子

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
　
松
　
澤
　
好
　
哲

転換点を迎えた、市の行財政運営は

人口減少社会にどう対応していくか

戦
争
す
る
国
へ
の
道
を
踏
み
切
ら
せ
て
は

い
け
な
い

問　

安
倍
内
閣
の
暴
走
で
、
景

気
が
回
復
し
て
国
民
の
暮
ら
し

は
よ
く
な
る
ど
こ
ろ
か
格
差
が

拡
大
し
、
消
費
税
増
税
で
国
民

の
購
買
力
は
下
が
り
、
打
撃
を

こ
う
む
っ
て
い
る
。
ま
た
、
憲

法
を
踏
み
に
じ
り
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
に
よ
り
「
戦
争
す

る
国
」
へ
踏
み
出
そ
う
と
し
て

い
る
。
11
月
29
日
に
、
幅
広
い

方
々
で
「
戦
争
す
る
国
に
さ
せ

な
い
安
曇
野
１
０
０
０
人
委
員

会
」
が
結
成
さ
れ
た
。
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

市
長　

再
び
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
、
戦
争
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
平
和
憲
法
の
精

神
を
し
っ
か
り
堅
持
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
行
動
や

運
動
に
任
せ
る
立
場
に
あ
る
。

平
成
27
年
度
予
算
と
市
政
の

在
り
方
は

問　

重
点
政
策
と
１
０
３
項
目

問　

新
年
度
、
10
年
目
に
し
て

よ
う
や
く
9
か
所
に
分
散
し
て

い
た
本
庁
機
能
が
１
か
所
に
集

約
さ
れ
、
新
本
庁
舎
が
供
用
開

始
す
る
（
実
際
に
は
5
月
7
日

よ
り
）。
本
来
の
行
政
の
姿
に

戻
る
こ
と
に
よ
り
、
無
駄
な
経

費
が
実
際
ど
の
く
ら
い
削
減
で

き
る
の
か
。
ま
た
、
部
署
改
編

を
し
て
総
合
支
所
を
支
所
へ
変

更
し
た
こ
と
は
、
ど
う
生
か
さ

れ
る
か
。

市
長　

ま
ず
、
組
織
体
制
に
つ

い
て
は
、
平
成
22
年
12
月
の
安

曇
野
市
本
庁
舎
等
建
設
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
本
庁
舎
と
総
合

支
所
（
現
在
は
支
所
）
の
役
割

を
明
確
に
す
る
中
で
検
討
し
、

平
成
23
年
市
議
会
12
月
定
例
会

に
新
組
織
体
制
の
段
階
的
改
編

案
を
示
し
、
検
討
し
て
き
た
。

　

新
本
庁
舎
供
用
開
始
後
、
ス

ム
ー
ズ
に
業
務
移
行
で
き
る
よ

う
に
組
織
再
編
成
を
１
年
前
倒

し
で
実
施
し
た
こ
と
は
有
用
で

あ
っ
た
。

　

分
庁
に
よ
る
無
駄
な
経
費
の

指
定
。
小
型
除
雪
機
を
購
入
し

区
に
貸
与
、
さ
ら
に
区
の
要
望

を
踏
ま
え
て
増
強
に
努
め
る
。

暮
ら
し
優
先
の
市
財
政
は

問　

交
付
税
減
や
人
口
減
で
お

こ
る
33
年
問
題
を
ど
う
考
え
る

か
。
毎
年
借
り
て
は
返
す
財
政

計
画
で
、
市
の
財
政
や
市
民
の

暮
ら
し
は
よ
く
な
る
か
。

市
長　

財
政
は
必
要
に
応
じ
計

画
見
直
し
を
予
定
し
て
い
る
。

安
曇
野
市
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

問　

公
共
施
設
に
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
設
置
は
。
ま
た
、
地
域
文

化
の
活
用
と
し
て
、
平
成
28
年

度
の
穂
高
神
社
の
御
遷
宮
等
と

「
信
州
安
曇
野
新
そ
ば
と
食
の

感
謝
祭
」
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
は
。

問　

人
口
減
少
社
会
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
か
。

市
長　

人
口
減
少
・
少
子
化
時

代
に
備
え
る
た
め
交
流
人
口
の

拡
大
、
産
業
振
興
に
よ
る
雇
用

の
場
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

問　

交
流
人
口
拡
大
策
と
し
て

①
観
光
客
の
誘
致
②
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
③
移
住
者
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

①
北
陸
新
幹
線
の
金
沢

延
伸
を
見
据
え
、
市
・
観
光
協

会
も
積
極
的
に
安
曇
野
を
Ｐ
Ｒ

し
て
き
た
。
着
地
型
観
光
商
品

の
造
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

外
国
人
旅
行
客
は
前
年
度
比
１

３
０
％
の
伸
び
。
観
光
協
会
で

は
研
修
会
や
英
会
話
教
室
を
開

催
し
て
い
る
。
特
産
の
り
ん
ご

に
よ
る
外
国
人
旅
行
者
の
誘
致

に
む
け
営
業
展
開
を
す
る
。
②

参
加
ラ
ン
ナ
ー
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
プ
レ
大
会
に
関
す
る
満
足

度
は
約
98
％
で
あ
っ
た
。
問
題

点
等
は
来
年
の
大
会
に
生
か
し

た
い
。
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
は
人

選
を
含
め
検
討
中
で
あ
る
。
③

市
長　

太
陽
光
発
電
は
、
公
共

施
設
に
積
極
的
に
導
入
し
、
可

能
な
と
こ
ろ
か
ら
設
置
す
る
。

地
域
文
化
を
大
切
に
す
る
こ
と

は
、
き
わ
め
て
大
切
な
課
題
で

あ
る
。
観
光
協
会
、
商
工
会
、

市
民
と
連
携
を
図
り
、
取
り
組

み
を
検
討
し
た
い
。

し
て
い
く
。

問　

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境

整
備
に
つ
い
て
①
保
育
の
現
状

に
つ
い
て
②
病
児
、
病
後
児
保

育
に
つ
い
て
伺
う
。

福
祉
部
長　

①
近
年
、年
中
、年

長
の
人
数
は
減
少
傾
向
に
あ

り
、3
歳
未
満
児
が
増
で
あ
る
。

②
現
在
市
内
の
医
療
機
関
と
交

渉
し
て
お
り
、
平
成
27
年
度
中

の
実
施
に
む
け
調
整
中
で
あ
る
。

政
策
経
営
課
が
窓
口
と
な
り
移

住
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
移
住

促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト｢

安
曇
野

暮
ら
し
の
ス
ゝ
メ｣

に
よ
り
情

報
発
信
し
、
さ
ら
に
読
み
や
す

い
も
の
に
修
正
し
て
い
く
。
銀

座
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
の
活
用
で

は
、
観
光
と
り
ん
ご
の
Ｐ
Ｒ
、

移
住
相
談
窓
口
も
開
設
し
た
。

問　

教
育
の
充
実
に
つ
い
て
①

わ
か
る
授
業
の
た
め
の
取
り
組

み
②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
の

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

①
多
様
な
子
ど
も
達

を
大
事
に
す
る
観
点
か
ら
、
少

人
数
学
習
等
支
援
員
、
障
が
い

児
支
援
介
助
員
、
特
別
支
援
学

級
支
援
員
等
、
市
費
で
63
人
１

億
１
千
万
円
超
の
予
算
で
行
っ

て
い
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用

に
つ
い
て
は
先
進
地
や
県
内
の

導
入
校
を
参
考
に
、
検
証
し
た

い
。
②
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
る
児
童
・

生
徒
の
割
合
は
年
ご
と
に
高
く

な
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
親
子

参
加
の
研
修
等
、
学
校
と
連
携

の
予
算
要
求
の
う
ち
①
保
育
料

の
第
3
子
無
料
化
②
国
保
税
を

加
入
一
世
帯
一
万
円
の
引
き
下

げ
③
除
雪
体
制
の
整
備
充
実
と

除
雪
用
中
型
車
の
購
入
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長　

①
第
3
子
以
降
の
3
～

5
歳
児
の
保
育
料
を
無
料
に
す

る
②
国
保
税
の
引
き
下
げ
は
で

き
な
い
③
市
道
８
７
３
㎞
を
除

雪
路
線
に
指
定
。
大
雪
対
策
は

１
２
２
㎞
を
除
雪
優
先
道
路
に

土
地
利
用
制
度
の
見
直
し

問　

何
に
主
眼
を
置
い
て
見
直

す
の
か
。

市
長　

安
曇
野
市
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
具

体
的
に
進
め
る
た
め
の
ツ
ー
ル

が
土
地
利
用
に
関
す
る
条
例
で

あ
り
、
有
効
に
機
能
し
て
い
る

か
検
証
を
行
う
。

削
減
分
に
つ
い
て
は
、
現
在
新

年
度
予
算
を
組
み
上
げ
て
い
る

時
期
で
あ
り
、徹
底
し
た
削
減
、

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
予

算
編
成
に
努
め
る
よ
う
、
各
部

局
に
指
示
を
だ
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問　

議
会
と
す
れ
ば
、
12
月
定

例
会
が
過
ぎ
れ
ば
3
月
定
例
会

で
出
来
上
が
っ
た
予
算
に
対
し

て
異
議
を
申
す
し
か
な
く
、
１

年
前
か
ら
平
成
27
年
度
当
初
予

算
に
明
確
な
削
減
数
値
を
反
映

さ
せ
る
べ
き
と
質
問
し
て
き

た
。
所
管
の
部
長
と
し
て
、
数

字
的
に
言
え
な
い
の
か
。

財
政
部
長　

例
と
し
て
公
用
車

の
削
減
は
、
合
併
以
来
順
次
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
新

年
度
予
算
編
成
に
伴
っ
て
、
共

用
で
使
用
し
て
い
る
車
両
を
20

台
削
減
予
定
で
あ
る
。
新
本
庁

舎
に
お
い
て
は
、
利
用
頻
度
、

老
朽
化
の
具
合
に
よ
り
更
に
削

減
を
進
め
て
い
く
。

供用開始間近な安曇野市新本庁舎（平成 26年 12月）

子育て支援（高槻市まちごと図書館）

市長に「103項目」の要求書提出

※
代
表
質
問
と
は
・・・
所
属
す
る
会
派
を
代
表
し
て
、市
の
仕
事
の
全
般
に
わ
た
り
、行
政
に
対
し
事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
。

市
政
の
こ
こ
が
聴
き
た
い
！！

12 月
定例会

●
会
派
代
表
質
問
（
8
～
10
ペ
ー
ジ
）

●
一
般
質
問
（
11
～
17
ペ
ー
ジ
）
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公
明
党
　
　
小
　
松
　
芳
　
樹

新
年
度
か
ら
始
ま
る
国
の
施
策
を

市
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
か

問　

来
年
度
か
ら
国
で
法
整
備

が
さ
れ
て
始
ま
る
、「
子
ど
も
・

子
育
て
新
制
度
」
に
お
い
て
、

保
育
の
質
が
低
下
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
保
育

士
・
幼
稚
園
教
諭
の
待
遇
は
変

わ
ら
な
い
の
か
。

市
長　

国
の
施
策
を
受
け
、
市

と
し
て
は
地
域
に
お
け
る
子
育

て
支
援
の
充
実
を
目
指
し
、
支

援
事
業
計
画
の
策
定
と
条
例
等

の
例
規
整
備
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
後
と
も
園
児
の
安
全
確

保
と
安
心
な
保
育
の
た
め
、
必

要
な
対
応
を
し
て
い
く
。
５
年

の
経
過
措
置
期
間
の
中
、
認
定

こ
ど
も
園
化
す
る
に
あ
た
り
、

現
在
の
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

の
経
験
年
数
に
着
目
し
て
一
定

の
支
援
を
す
る
が
、
待
遇
自
体

に
変
更
は
な
い
。
そ
の
た
め
に

も
、
施
設
整
備
を
含
め
安
定
的

な
財
源
確
保
を
国
に
求
め
て
い

公
会
計
と
公
共
白
書

問　

平
成
27
年
１
月
に
総
務
省

か
ら
通
達
予
定
の
、
公
会
計
へ

の
取
り
組
み
と
方
針
を
伺
う
。

財
政
部
長　

公
会
計
に
基
づ
く

財
務
諸
表
を
平
成
18
年
度
か
ら

作
成
し
公
開
し
て
い
る
。
そ
れ

に
基
づ
き
平
成
25
年
度
決
算

は
、
総
務
省
方
式
改
訂
モ
デ
ル

で
作
成
を
行
っ
た
。
予
定
さ
れ

て
い
る
通
達
で
は
平
成
29
年
ま

で
に
整
備
要
請
さ
れ
て
い
る
の

で
、
ま
ず
固
定
資
産
台
帳
の
整

備
を
進
め
、
複
式
簿
記
に
基
づ

く
財
務
諸
表
の
作
成
に
移
る
予

定
。そ
の
台
帳
を
参
考
に
し
て
、

公
共
施
設
再
配
置
計
画
や
総
合

管
理
計
画
の
策
定
を
始
め
る
。

問　

公
共
白
書
か
ら
見
え
て
く

る
、
施
設
の
統
廃
合
計
画
は
。

市
長　

統
廃
合
は
実
施
し
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な
い
大
き
な

政
治
判
断
だ
と
捉
え
て
い
る
。

た
だ
し
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理

解
い
た
だ
く
必
要
が
第
一
歩
と

考
え
て
い
る
。

き
た
い
。

問　

認
可
外
保
育
園
の
施
設
整

備
に
、
市
と
し
て
新
た
に
補
助

を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

福
祉
部
長　

新
制
度
の
給
付
基

準
を
満
た
す
た
め
の
施
設
の
整

備
や
改
修
に
対
し
て
は
、
補
助

金
を
交
付
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
合
わ
せ
て
野
外
保
育
園
な

ど
特
色
の
あ
る
保
育
・
就
学
前

教
育
を
行
っ
て
い
る
施
設
に
も

検
討
し
て
い
く
。

現公立保育園は「認定こども園」へ

※
一
般
質
問
と
は
・
・
・「
市
政
一
般
に
関
す
る
質
問
」
で
、
議
員
が
市
政
課
題
等
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
行
政
に
質
問
す
る
こ
と
。

教育委員会委員
橋渡　勝也さんの任命について同意
任期：平成26年11月9日から4年

平成 26年
第 1回臨時会（10 月）

問　

市
南
部
地
域
は
、
室
山
や
楡
の
里
な
ど

観
光
資
源
が
集
積
し
て
い
る
。
行
政
主
導
に

よ
る
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
結
成
し

活
力
あ
る
地
域
創
生
を
目
指
せ
な
い
か
。

市
長　

観
光
集
客
に
結
び
つ
け
る
た
め
に
は
、

地
元
企
業
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
主
体
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、民
間
と
行
政
が
力

を
合
わ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。「
か
ん
て
ん

ぱ
ぱ
」
の
会
長
は
こ
の
地
域
を
観
光
拠
点
お

よ
び
商
業
圏
に
繋
げ
た
い
と
言
っ
て
い
る
。

問　

最
適
な
農
業
環
境
下
で
の
農
家
民
泊
、

農
業
体
験
は
農
家
を
元
気
に
す
る
の
か
。

商
工
観
光
部
長　

中
学
、
高
校
生
の
教
育
旅

行
で
5
月
下
旬
か
ら
受
け
入
れ
る
。
農
家
一

軒
当
た
り
4
人
、
食
事
メ
ニ
ュ
ー
は
定
型
的

で
子
ど
も
と
共
同
で
調
理
。
入
浴
は
市
内
の

入
浴
施
設
利
用
、
布
団
は
リ
ー
ス
で
農
家
の

負
担
を
軽
減
す
る
。
体
験
が
双
方
に
感
動
を

与
え
、生
き
が
い
に
な
る
よ
う
期
待
さ
れ
る
。

農
林
部
長　

農
家
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
農

作
業
メ
ニ
ュ
ー
の
情
報
提
供
を
考
え
て
い
る
。

問　

三
郷
サ
ラ
ダ
市
の
手
狭
対
策
と
し
て
増

設
か
移
転
を
視
野
に
考
え
ら
れ
な
い
か
。

農
林
部
長　

建
築
基
準
法
等
や
農
業
振
興
地

域
に
よ
り
増
設
お
よ
び
移
転
は
困
難
で
あ
る
。

暫
定
策
と
し
て
、
大
型
コ
ン
テ
ナ
設
置
に
よ

る
簡
易
売
り
場
の
拡
大
を
検
討
す
る
。

問　

6
次
産
業
の
取
り
組
み
状
況
と
課
題
は
。

農
林
部
長　

農
林
水
産
省
認
定
は
牧
大
根
の

漬
物
、
信
州
サ
ー
モ
ン
・
虹
鱒
の
養
殖
加
工

販
売
の
み
。
そ
の
他
直
売
加
工
所
や
農
家
レ

ス
ト
ラ
ン
等
は
今
後
調
査
す
る
。
現
状
把
握

を
含
め
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
6
次
産

業
を
、
農
家
の
目
線
で
推
進
し
て
い
く
。

問　

三
郷
や
す
ら
ぎ
空
間
施
設
の
新
た
な

指
定
管
理
者
の

経
営
姿
勢
を
伺

う
。

農
林
部
長　

営

業
時
間
拡
大
、

オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ
新
設
、
鮮
魚

と
生
鮮
融
合
メ

ニ
ュ
ー
に
よ
る

差
別
化
、
売
店

コ
ー
ナ
ー
設
置

な
ど
を
予
定
。

周
辺
地
域
の
活

性
化
を
期
待
す

る
。

問　

今
回
の
社
会
保
障
改
革
は
、
国
に
と
っ

て
効
率
的
で
、
低
コ
ス
ト
な
体
制
に
し
よ
う

と
し
て
い
る
内
容
で
、
社
会
保
障
の
あ
り
方

が
根
本
か
ら
変
わ
る
も
の
だ
。
健
康
長
寿
の

ま
ち
づ
く
り
と
合
致
す
る
も
の
な
の
か
。

市
長　

国
の
政
策
は
、
増
大
す
る
社
会
保
障

費
の
伸
び
を
で
き
る
だ
け
抑
え
よ
う
と
い
う

こ
と
で
、市
も
同
様
だ
。
予
防
可
能
な
部
分
、

生
活
習
慣
病
予
防
、
介
護
予
防
活
動
な
ど
健

康
長
寿
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
た
い
。

安
曇
野
市
歯
科
口
腔
保
健
条
例
に
つ
い
て

問　

信
大
の
栗
田
先
生
の
話
で
は
、
歯
科
疾

患
は
糖
尿
病
、
狭
心
症
、
心
筋
梗
塞
な
ど
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
病
気
に
関
連
す
る
そ
う
だ
。

妊
婦
が
歯
周
病
に
な
っ
た
場
合
、
胎
児
に
も

影
響
が
あ
り
、
早
産
と
か
低
体
重
児
が
生
ま

れ
る
と
い
う
。
歯
の
健
診
も
定
期
的
に
行
う

こ
と
が
大
事
だ
。
妊
婦
に
対
し
て
、
あ
る
い

は
歯
科
検
診
率
が
低
い
20
歳
代
～
40
歳
代
の

健
診
が
受
け
や
す
い
支
援
が
で
き
な
い
か
。

保
健
医
療
部
長　

体
の
健
診
も
一
緒
に
行
え

る
若
年
健
診
や
、
医
療
機
関
で
行
え
る
妊
婦

歯
科
健
診
を
実
施
す
る
方
向
で
検
討
し
た

い
。

子
ど
も
の
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
に
つ
い
て

問　

長
野
県
保
険
医
協
会
の
２
０
１
２
年
度

調
査
で
は
、
県
内
の
6
割
の
学
校
か
ら
回
答

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
歯
科
治
療
が
必
要
だ
と

言
わ
れ
て
も
、
受
診
し
て
い
な
い
児
童
生
徒

は
小
学
校
で
4
割
、中
学
校
で
6
割
に
上
る
。

経
済
的
、
家
庭
環
境
に
よ
り
受
診
で
き
て
い

な
い
。
市
に
対
し
て
は
国
保
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が

６
０
０
０
万
円
課
せ
ら
れ
る
と
い
う
が
、
将

来
的
に
医
療
費
が
抑
え
ら
れ
る
の
で
あ
れ

ば
、
無
料
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

福
祉
部
長　

国
保
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
は
６
１
０

０
万
円
余
。
こ
れ
は
県
に
補ほ
て
ん填
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
市
は
貸
付
制
度
が
あ
り
、
生
活

困こ
ん

窮き
ゅ
う者
、
低
所
得
者
に
対
応
で
き
て
い
る
。

三郷やすらぎ空間施設

一 般 質 問

「
活
力
あ
る
地
域
創
生
」
南
部
地
域

の
活
性
化
は
可
能
か

信
誠
会
　
小 

松
　
洋 

一 

郎

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
猪
　
狩
　
久
美
子

市議会（本会議）

常任委員会

市議会（最終日の本会議）

議案・請願・陳情の基本的な流れ
議案（条例・予
算・その他） 請願・陳情

議 会 マ メ 知 識

常任委員会の審査結果を報告

報告に対する質疑

議案等ごとに討論

議案等ごとに採決

↓

↓

↓

説明（議案・請願）

質　疑

常任委員会付託

↓

↓

詳細説明（議案・請願・陳情）

質　疑

意見交換

討　　論

採　　決

↓

↓

↓

↓

継続審査
審査に調査など
時間を必要とす
る場合等

←→

←→

※委員会の審査結果と異なる採決結果に
なる場合がある。
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一 般 質 問

来季Ｊ１の舞台で闘う松本山雅ＦＣ

問
　
全
国
の
学
校
で
、
子
ど
も
達
が
自
主
的

に
弁
当
を
つ
く
る
「
弁
当
の
日
」
と
い
う
取

り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
子
ど
も

達
に
と
っ
て
感
謝
の
心
、
自
信
や
自
立
心
、

実
行
力
な
ど
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
力
を

育
む
こ
と
に
な
る
。
地
元
食
材
を
使
っ
て
の

弁
当
づ
く
り
は
地
産
地
消
に
も
な
り
、
郷
土

愛
に
も
つ
な
が
る
。
何
よ
り
も
弁
当
づ
く
り

を
通
し
て
、
親
は
子
に
向
き
合
う
こ
と
に
な

り
、
親
も
子
も
共
に
育
ち
合
う
。
安
曇
野
市

で
も
実
現
で
き
な
い
か
。

教
育
長　

子
ど
も
が
成
長
し
て
い
く
上
で
自

立
を
促
す
よ
い
契
機
に
な
る
。

問　

弁
当
の
日
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る
か
。

保
健
医
療
部
長　

市
の
食
育
推
進
会
議
で
、

食
育
推
進
の
一
環
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

教
育
部
長　

各
学
校
、
ま
た
関
係
者
と
連
携

し
て
、
実
現
に
向
け
て
進
め
て
い
く
と
い
う

前
提
で
検
討
し
て
い
く
。

安
曇
野
に
ふ
さ
わ
し
い
環
境
基
準
を

問　

環
境
省
告
示
の
環
境
基
準
で
は
、
騒
音

に
関
し
、
住
居
の
用
に
供
さ
れ
る
地
域
等
は

55
㏈
、
相
当
数
の
住
居
と
あ
わ
せ
て
商
業
・

工
業
用
に
供
さ
れ
る
地
域
と
す
る
と
こ
ろ
で

も
60
㏈
と
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
基
準
か
ら

す
る
と
、
公
害
防
止
条
例
で
そ
の
他
の
地
域

の
規
制
基
準
が
65
㏈
と
さ
れ
て
い
る
の
は
緩

い
。
市
の
大
部
分
の
地
域
が
国
の
基
準
よ
り

悪
い
値
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
条
例
を
見
直

し
、
田
園
産
業
都
市
安
曇
野
に
ふ
さ
わ
し
い

規
制
基
準
を
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
生
活
部
長　

条
例
は
国
の
騒
音
規
制
法

を
補
完
す
る
も
の
。
環
境
基
準
と
規
制
基
準

を
一
緒
に
す
る
と
、
適
切
な
産
業
の
発
展
や

日
々
の
私
ど
も
の
生
活
な
ど
も
全
て
規
制
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
学
校
・
病
院
等
へ
の
配

慮
規
定
も
あ
る
。当
面
は
こ
の
形
で
進
め
る
。

問　

安
曇
野
市
は
前
田
・
岡
谷
Ｊ
Ｖ
か
ら
工

事
請
負
契
約
書
第
25
条
6
項
に
基
づ
く
請
負

代
金
変
更
と
し
て
、
平
成
26
年
4
月
1
日
以

降
行
う
工
事
未
着
工
分
65
％
に
つ
い
て
2
億

２
０
０
０
万
円
の
増
額
補
正
を
し
た
。
庁
舎

建
設
に
関
わ
る
下
請
け
業
者
は
、
1
次
か
ら

4
次
の
下
請
け
ま
で
３
０
０
社
を
超
え
、
働

く
市
民
は
４
割
を
超
え
る
。
厳
冬
、
猛
暑
の

中
現
場
で
働
く
人
た
ち
か
ら
は
、「
恩
恵
は

な
い
」
と
の
声
を
聴
く
。
現
場
で
働
く
人
た

ち
に
恩
恵
が
な
け
れ
ば
、
反
対
運
動
を
受
け

な
が
ら
も
新
本
庁
舎
を
建
設
す
る
意
味
が
な

い
。
現
場
の
声
を
聴
い
た
か
お
聞
き
す
る
。

総
務
部
長　

市
は
前
田
・
岡
谷
Ｊ
Ｖ
と
本
庁

舎
建
設
請
負
契
約
を
結
ん
だ
が
、
下
請
け
契

約
は
民
間
と
民
間
の
契
約
で
あ
り
、
市
は
そ

こ
ま
で
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
市
が
、
直

接
下
請
け
業
者
の
声
を
聴
く
機
会
は
持
て
な

い
状
況
で
あ
っ
た
。

問　

イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
を
適
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
下
請
け
業
者
に
周
知
徹
底

を
し
た
か
伺
う
。

総
務
部
長　

元
請
け
は
、
下
請
け
企
業
に
対

し
周
知
す
る
よ
う
国
か
ら
通
達
が
出
て
い

る
。
元
請
の
責
任
と
し
て
お
願
い
を
し
た
。

問　

前
田
・
岡
谷
Ｊ
Ｖ
だ
け
が
、
イ
ン
フ
レ

ス
ラ
イ
ド
条
項
に
よ
り
2
億
２
０
０
０
万
円

が
入
り
恩
恵
を
受
け
た
。
下
請
け
業
者
も
条

件
は
同
じ
で
あ
る
が
、
恩
恵
は
受
け
な
い
。

す
べ
て
の
働
く
者
が
等
し
く
イ
ン
フ
レ
ス
ラ

イ
ド
条
項
の
恩
恵
を
受
け
て
こ
そ
ま
じ
め
に

働
く
者
が
元
気
に
な
る
。
法
律
違
反
と
考
え

る
が
市
と
し
て
ど
う
思
う
か
。

総
務
部
長　

国
か
ら
の
建
設
業
界
へ
の
通
知

に
よ
り
、
イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
が
適
用

さ
れ
た
。
元
請
け
を
通
じ
て
制
度
の
適
正
な

運
用
を
お
願
い
し
て
き
た
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
「
残
し
た
い
静
け
さ
、
美
し
さ
」
長
峰
山

の
自
然
の
姿
を

問　

東
金
市
と
の
交
流
は
平
成
5
年
に
旧
堀

金
村
か
ら
始
ま
り
、
あ
づ
み
の
探
検
隊
と
し

て
東
金
市
の
児
童
生
徒
が
来
訪
、
20
年
間
で

延
べ
１
０
０
０
人
に
達
す
る
。
平
成
24
年
１

月
に
は
、
災
害
時
相
互
支
援
宣
言
書
調
印
。

ま
た
、
平
成
26
年
4
月
に
は
、
東
金
市
産
業

交
流
拠
点
施
設
に
安
曇
野
市
コ
ー
ナ
ー
を
特

設
し
、農
産
物
を
販
売
。
今
日
ま
で
の
行
政
・

議
会
・
市
民
交
流
の
経
過
と
実
績
の
上
に
立

ち
友
好
都
市
の
締
結
を
し
、
本
市
の
未
来
あ

る
子
ど
も
達
を
東
金
市
の
大
学
・
施
設
等
で

語
学
等
体
験
交
流
す
る
の
は
ど
う
か
。

市
長　

民
間
交
流
と
し
て
は
4
月
に
東
金
市

産
業
交
流
拠
点
施
設
に
本
市
の
特
産
品
の
コ

ー
ナ
ー
を
設
置
。
7
月
に
は
延
命
水
に
竹
の

樋と
い
を
寄
贈
。
8
月
に
あ
づ
み
の
探
検
隊
36
人

が
来
訪
。
11
月
の
第
2
回
新
そ
ば
と
食
の
感

謝
祭
に
み
の
り
の
郷
東
金
店
が
出
店
。
東
金

市
制
施
行
六
〇
周
年
式
典
で
本
市
の
「
絆
の

会
」
に
感
謝
状
が
贈
呈
。
こ
の
様
な
中
で
両

市
民
の
交
流
を
一
層
深
め
て
友
好
を
強
め
る

こ
と
は
今
後
の
市
の
発
展
に
大
き
な
期
待
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
友
好
都
市
の
締
結
は

一
つ
の
節
目
。
絆
の
会
、
東
金
市
長
や
東
金

市
議
会
の
意
向
等
確
認
の
上
、
前
向
き
に
考

え
て
い
く
。

「
山
の
日
」
と
山
岳
・
平
地
観
光
に
つ
い
て

問　

山
岳
観
光
と
平
地
観
光
を
今
後
ど
う
結

び
つ
け
て
い
く
か
。

市
長　

山
岳
観
光
に
と
っ
て「
信
州
山
の
日
」

制
定
や
来
年
の
国
の
「
山
の
日
」
祝
日
施
行

は
大
変
重
要
な
機
会
で
あ
り
、
一
層
山
岳
観

光
施
策
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。
山
と
温
泉

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ
番
組
を
企
画

し
滞
在
型
観
光
の
情
報
発
信
を
す
る
。
安
全

な
山
岳
観
光
の
振
興
と
温
泉
・
食
・
歴
史
や

文
化
な
ど
の
平
地
観
光
と
の
連
携
を
目
的
に

山
岳
観
光
推
進
の
た
め
の
委
員
会
を
設
立

し
、
積
極
的
に
展
開
を
し
て
い
く
。

問　

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
の
最
高
峰
で
あ
る
Ｊ

１
に
、
松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
の
昇
格
が
決
定
。
当

地
域
に
と
っ
て
大
き
な
出
来
事
と
な
る
が
、

こ
れ
か
ら
の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
の
対
応

や
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

Ｊ
１
昇
格
で
ク
ラ
ブ
の
評
価
は
一
層

高
ま
っ
て
お
り
、
今
ま
で
以
上
の
地
域
経
済

波
及
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
づ
く
り
、
青
少
年

の
健
全
育
成
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
り

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

問　

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
へ
の
出
資
金
の
増
額
や

後
援
会
安
曇
野
支
部
へ
の
協
力
体
制
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長　

地
域
貢
献
が
期
待
で
き
る
松
本
山
雅

Ｆ
Ｃ
へ
の
出
資
に
つ
い
て
は
、
公
益
性
に
配

慮
し
、
現
在
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
４
市
村

で
調
整
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

政
策
部
長　

松
本
山
雅
後
援
会
安
曇
野
支
部

は
地
域
の
活
性
化
お
よ
び
青
少
年
の
健
全
育

成
や
明
る
く
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を

目
的
に
結
成
さ
れ
て
お
り
、
積
極
的
な
地
域

貢
献
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

事
業
活
動
に
は
前
向
き
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

豊
科
近
代
美
術
館
の
活
用
整
備
に
つ
い
て

問　

美
術
館
の
名
称
を
安
曇
野
市
美
術
館
へ

の
変
更
は
ど
う
か
。
ま
た
、
活
用
を
図
る
た

め
の
周
辺
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

安
曇
野
市
を
用
い
る
こ
と
は
好
ま
し

い
が
、
旧
町
村
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ

り
、
他
の
施
設
と
の
兼
ね
合
い
も
含
め
、
全

市
的
な
検
討
を
慎
重
に
し
て
い
く
。

教
育
部
長　

新
本
庁
舎
が
開
庁
す
れ
ば
周
辺

を
訪
れ
る
市
民
が
増
え
る
の
で
、
魅
力
あ
る

企
画
展
や
催
し
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
バ
ラ
園
周
辺
の
環
境
整
備
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
文
化
創
造
や
憩
い
の

場
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

新本庁舎建設現場で働く
人たち

城西国際大学（千葉県東金市）

※
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
は
質
問
し
た
議
員
本
人
が
作
成
し
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
が
編
集
し
て
い
ま
す
。

市政のここが聴きたい！！12 月
定例会

食
育
を
超
え
た
教
育

「
弁
当
の
日
」
の
実
現
を

無
所
属
　
増
　
田
　
望
三
郎

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ
へ
の

今
後
の
取
り
組
み
姿
勢

信
誠
会
　
宮
　
澤
　
豊
　
次

新
本
庁
舎
建
設
現
場
に
働
く
仲
間
の

イ
ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
効
果
は

政
和
会
　
内
　
川
　
集
　
雄

千
葉
県
東
金
市
と
の

友
好
都
市
の
締
結
を
!!

信
誠
会
　
一
　
志
　
信
一
郎
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一 般 質 問

問
　
平
成
26
年
産
米
の
収
量
減
と
低
米
価
を

ど
う
捉
え
、
今
後
ど
の
よ
う
な
農
業
振
興
の

対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

台
風
や
気
象
条
件
に
左
右
さ
れ
全
体

の
収
量
が
減
っ
た
。
ま
た
、
余
剰
米
の
発
生

が
米
の
安
値
に
つ
な
が
っ
た
。
国
の
支
援
状

況
等
を
見
極
め
、
市
も
早
期
に
対
応
す
る
。

問　

小
規
模
農
家
が
間
伐
材
で
農
業
用
ハ
ウ

ス
に
支
柱
を
立
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
を
設

置
し
、
売
電
す
る
事
業
は
ど
う
か
。

農
林
部
長　

農
地
へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
は
、
ハ
ウ
ス
内
の
農
作
物
収
量
が
2
割

以
上
減
収
し
な
い
こ
と
等
を
条
件
に
、
農
地

に
立
て
る
支
柱
部
分
に
一
時
転
用
許
可
の
手

続
き
を
し
て
3
年
毎
に
更
新
す
る
方
法
で
可

能
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
現
実
的
に
は
非
常

に
厳
し
い
。

問　

市
と
し
て
小
規
模
農
家
の
売
電
事
業
に

取
り
組
め
な
い
か
。
ま
た
、
特
区
制
度
の
活

用
は
ど
う
か
。

農
林
部
長　

ま
だ
研
究
段
階
だ
が
、
透
明
な

太
陽
光
パ
ネ
ル
が
実
用
化
さ
れ
れ
ば
、
園
芸

施
設
と
し
て
農
作
物
が
栽
培
し
や
す
く
な

る
。
ま
た
、
国
の
特
区
制
度
は
総
合
特
区
制

度
と
構
造
改
革
特
区
制
度
が
あ
る
の
で
情
報

を
収
集
し
、
研
究
を
進
め
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
は
ど
こ
に
あ
る
か

問　

２
０
１
２
年
の
衆
院
選
の
自
民
党
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
関
し
て
の
6
項
目
の
公
約
に
対
す
る

見
解
と
反
対
の
意
思
表
明
は
ど
う
か
。

市
長　

①
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
を
前
提
と
し

な
い
②
自
由
貿
易
に
反
す
る
数
値
目
標
は
受

け
入
れ
な
い
③
国
民
皆
保
険
制
度
を
守
る
④

食
の
安
全
安
心
の
基
準
を
守
る
⑤
国
の
主
権

を
損
な
う
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項
に
合
意
し
な
い
⑥

政
府
調
達
・
金
融
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
わ
が
国

の
特
性
を
踏
ま
え
る
な
ど
の
国
益
を
守
る
立

場
で
交
渉
を
し
、
公
約
に
基
づ
い
た
対
応
を

と
っ
て
も
ら
い
た
い
。

問　

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
会
議
が
発
足
し

た
。
会
議
の
成
果
お
よ
び
今
後
の
予
定
は
。

市
長　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
そ
の
人
ら
し

い
生
活
を
可
能
な
か
ぎ
り
維
持
で
き
る
よ
う

に
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び

地
域
資
源
を
総
合
的
に
調
整
し
、
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
11
月
12
日
に
設

立
し
た
。
高
齢
者
に
関
わ
る
団
体
で
あ
る
医

師
会
、
介
護
保
険
事
業
者
、
区
長
会
、
消
防

団
、
郵
便
局
、
商
工
会
等
の
25
人
か
ら
構
成

さ
れ
、
こ
の
会
議
を
軸
に
推
進
す
る
。

保
健
医
療
部
長　

第
１
回
の
会
議
で
は
、
認

知
症
の
人
の
在
宅
生
活
の
支
援
、
徘
徊
高
齢

者
へ
の
支
援
、閉
じ
こ
も
り
の
人
へ
の
支
援
、

足
の
確
保
、
関
係
者
と
の
連
携
、
情
報
や
正

し
い
知
識
の
普
及
の
6
項
目
に
つ
い
て
、
市

が
考
え
て
い
る
課
題
解
決
の
方
向
性
を
交
え

て
委
員
会
へ
示
し
た
。
年
2
回
か
ら
3
回
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

地
域
で
の
見
守
り
強
化
の
た
め
に
、
各

援
助
機
関
と
情
報
共
有
す
る
た
め
の
手
帳
を

導
入
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
と
思
う
が
。

保
健
医
療
部
長　

医
療
、
介
護
、
地
域
の
関

係
者
と
共
に
、
認
知
症
へ
の
取
り
組
み
の
検

討
も
進
め
な
が
ら
、
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作

成
を
検
討
し
、必
要
性
も
含
め
研
究
し
た
い
。

問　

介
護
の
専
門
職
と
の
交
流
や
、
悩
み
を

共
有
し
合
え
る
認
知
症
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
。

保
健
医
療
部
長　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
介
護
事
業

者
が
、
現
施
設
や
市
内
の
空
家
等
を
利
用
し

て
開
設
す
る
場
合
、
改
築
費
用
を
助
成
す
る

補
助
制
度
の
設
立
を
検
討
し
て
い
る
。

地
域
の
課
題
解
決
の
た
め
に

問
　
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
民
生
活
部
長　

区
の
あ
り
方
、
地
域
の
課

題
を
地
域
で
解
決
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
を
検
討
し
て
き
た
。
区
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作

成
を
計
画
し
、
平
成
27
年
１
月
に
地
域
を
考

え
る
研
究
集
会
に
お
い
て
公
表
し
た
い
。

問　

平
成
26
年
10
月
中
旬
、
増
田
建
設
産
業

（
以
下
Ｍ
産
業
）
か
ら
県
へ
産
業
廃
棄
物
処

理
業
変
更
届
の
不
明
事
項
に
関
す
る
回
答
が

あ
っ
た
と
聞
く
が
、
そ
の
後
の
最
終
的
な
県

の
見
解
と
市
の
対
応
は
。

市
長　

市
と
し
て
は
県
か
ら
積
極
的
な
情
報

提
供
を
受
け
て
い
な
い
。
Ｍ
産
業
が
県
へ
報

告
し
た
と
い
う
事
実
の
み
承
知
し
て
い
る
だ

け
な
の
で
、
最
終
的
な
見
解
に
つ
い
て
は
県

の
裁
量
の
範
は
ん
ち
ゅ
う
疇
で
あ
る
と
し
か
言
え
な
い
。

問　

防
音
壁
の
危
険
性
が
問
題
に
な
っ
て
既

に
数
年
が
経
過
し
た
。
市
独
自
の
調
査
で
も

危
険
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
煮
え
切
ら
な

い
県
の
対
応
・
結
論
を
待
つ
よ
り
は
、
一
般

廃
棄
物
処
理
業
に
関
す
る
市
の
許
認
可
権
が

及
ぶ
範
囲
で
許
可
更
新
の
審
査
を
行
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

市
長　

廃
棄
物
行
政
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
県
と
協
調
し
て
や
っ
て
き
た
の
に
、
今
回

市
に
情
報
提
供
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
非
常

に
遺
憾
で
あ
る
。
県
が
Ｍ
産
業
の
施
設
に
つ

い
て
今
ま
で
と
違
っ
た
見
解
を
示
し
た
こ
と

に
つ
い
て
も
、
市
と
し
て
改
め
て
Ｍ
産
業
の

現
場
等
を
精
査
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
一
般

廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
の
処
理
の
あ
り
方
を

切
り
離
し
、
産
業
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
県
に

し
っ
か
り
責
任
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

太
陽
光
発
電
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問　

豊
か
な
自
然
環
境
と
良
好
な
生
活
環
境

を
併
せ
持
つ
地
域
と
し
て
発
展
を
望
む
安
曇

野
市
に
あ
っ
て
、
太
陽
光
発
電
施
設
の
無
秩

序
な
開
発
を
防
ぐ
た
め
に
、
土
地
利
用
条
例

の
中
に
太
陽
光
発
電
施
設
等
の
建
築
許
可
条

件
を
追
加
す
る
等
の
対
策
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

市
長　

太
陽
光
発
電
施
設
の
承
認
に
つ
い
て

は
特
定
開
発
事
業
の
手
続
き
の
対
象
と
な
る

も
の
も
多
く
、
条
例
に
基
づ
く
審
査
を
す
る

こ
と
で
環
境
に
配
慮
し
た
対
応
に
努
め
る
。

問
　
消
費
者
問
題
、
消
費
者
被
害
へ
の
行
政

の
果
た
す
役
割
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

市
長　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
消
費
社
会
の
一

員
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、
主
体
的
な
行
動
が

と
れ
る
自
立
し
た
消
費
者
像
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
市
と
し
て
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
、
被
害
相
談
、
被
害
防
止
に
努
め
て
い

る
。
消
費
者
保
護
に
万
全
を
期
す
。

問　

一
層
の
被
害
防
止
の
た
め
の
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
消
費
生
活
相
談
員
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
人
材
養
成
を
提
案
す
る
が
。

市
民
生
活
部
長　

消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
は

県
で
設
置
し
、
進
め
て
い
る
。
市
も
サ
ポ
ー

タ
ー
と
連
携
し
、
消
費
者
教
育
等
実
施
し
て

い
く
。
消
費
者
の
特
性
、
学
校
、
地
域
、
家

庭
、
職
域
等
に
応
じ
た
方
法
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
努
め
る
。

教
育
長　

小
中
学
校
、
高
校
各
段
階
に
応
じ

た
教
育
、教
職
員
の
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
公
民
館
、
地
区
公
民
館
で
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
く
。

保
健
医
療
部
長　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
軸
に
訪
問
等
の
場
面
で
被
害
拡
大
防
止
を

図
っ
て
い
る
。

福
祉
部
長　

民
生
委
員
、
相
談
支
援
専
門
員

が
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
の
見
守
り
を
図
っ

て
い
く
。

自
治
基
本
条
例
制
定
の
進
捗
状
況
と
将
来
イ

メ
ー
ジ

問　

住
民
自
治
の
要
素
と
多
く
の
市
民
の
意

思
が
、
ど
れ
だ
け
反
映
さ
れ
る
か
が
重
要
だ

が
ど
う
か
。

市
長　

制
定
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
。
市
の
将

来
を
左
右
す
る
も
の
で
あ
り
、
庁
内
全
部
局

を
挙
げ
て
取
り
組
む
。
庁
内
組
織
の
連
携
調

整
部
署
の
検
討
が
必
要
。
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
い
く
。
議
会

と
の
連
携
を
深
め
て
い
く
。　

間伐材を利用した農業用ハウス

類似の施設が市内に 10数カ所計画中

市政のここが聴きたい！！12 月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

※
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ
条
項
と
は
…
投
資
家
が
投
資
先
の
国
の
政
策
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
場
合
、
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
条
項

農
林
振
興
を
太
陽
光
発
電
事
業
で　

進
め
る
の
は
ど
う
か

無
所
属
　
荻
　
原
　
勝
　
昭

消
費
者
被
害
防
止
と

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

政
和
会
　
藤
　
原
　
正
　
三

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

完
結
の
た
め
に公

明
党
　
藤
　
原
　
陽
　
子

Ｍ
産
業
の
一
般
廃
棄
物
処
理
業

許
可
更
新
は
市
独
自
の
判
断
で

無
所
属
　
小
　
林
　
純
　
子
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一 般 質 問

問　
「
観
光
立
市
・
安
曇
野
」
の
推
進
の
目

標
と
施
策
は
。

市
長　

魅
力
的
な
観
光
や
観
光
サ
ー
ビ
ス
づ

く
り
を
進
め
て
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
の

誘
客
を
促
進
し
て
い
き
た
い
。

問　

２
０
１
５
年
の
大
糸
線
開
業
１
０
０

年
、
２
０
１
６
年
の
拾じ
っ
か
せ
ぎ
か
い
さ
く

ヶ
堰
開
削
２
０
０
年

な
ど
の
節
目
行
事
を
通
じ
て
、
魅
力
あ
る
安

曇
野
を
全
国
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
は
。

商
工
観
光
部
長　

情
報
発
信
に
努
め
、
観
光

誘
客
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　

安
曇
野
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
、
つ

ま
り
訪
日
外
国
人
旅
行
の
推
進
は
。

商
工
観
光
部
長　

案
内
看
板
の
整
備
等
、
受

け
入
れ
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
必
要
。

問　

都
会
の
子
ど
も
達
に
安
曇
野
で
農
山
村

で
の
生
活
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
心
の
絆
を

育
み
、
受
け
入
れ
る
地
域
も
元
気
に
す
る
体

験
型
・
滞
在
型
の
教
育
交
流
・
教
育
観
光
の

推
進
は
。

商
工
観
光
部
長　

農
林
部
と
連
携
し
て
、
農

家
民
泊
の
受
け
入
れ
準
備
を
進
め
て
い
る
。

教
育
長　

都
会
の
子
ど
も
達
と
市
内
の
子
ど

も
達
の
相
互
交
流
は
、
市
民
レ
ベ
ル
の
交
流

拡
大
も
視
野
に
、
進
め
て
い
き
た
い
。

「
多
文
化
共
生
都
市
・
安
曇
野
」
の
推
進
を

問　
「
多
文
化
共
生
都
市
・
安
曇
野
」
の
推

進
の
目
標
と
施
策
は
。

市
長　

目
標
は
、
日
本
人
住
民
も
外
国
人
住

民
も
快
適
に
平
和
に
生
活
で
き
る
社
会
。
そ

の
た
め
の
施
策
の
展
開
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

生
涯
学
習
推
進
計
画
の
視
点
に
立
っ
た

日
本
語
・
日
本
文
化
学
習
を
含
む
多
文
化
共

生
施
策
の
検
証
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

現
在
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
見

直
し
を
行
っ
て
い
る
。
改
訂
案
で
は
多
文
化

共
生
の
考
え
を
具
体
的
に
取
り
入
れ
て
い
る
。

問　

多
文
化
共
生
推
進
計
画
の
策
定
は
。

総
務
部
長　

将
来
的
に
、推
進
計
画
は
必
要
。

問　

合
併
後
10
年
が
経
ち
、
い
よ
い
よ
ソ
フ

ト
の
充
実
を
図
る
時
期
。芸
術
文
化
の
振
興
、

特
に
郷
土
の
芸
術
作
品
の
収
集
、
活
用
に
つ

い
て
基
本
的
な
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長　

文
化
、
芸
術
の
振
興
に
功
績
の
あ
っ

た
先
人
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
私
た
ち
の
責
務
。

先
人
の
遺
し
た
芸
術
作
品
の
収
集
、
保
存
、

活
用
を
計
画
的
に
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

問　

急
逝
し
た
友
人
の
追
悼
展
を
機
に
、
市

に
は
芸
術
作
品
等
を
新
た
に
収
集
す
る
明
確

な
仕
組
み
が
な
い
こ
と
を
知
っ
た
。
仕
組
み

を
整
備
し
、
先
人
は
も
ち
ろ
ん
、
現
役
の
芸

術
家
の
作
品
も
収
集
、
活
用
し
て
い
く
姿
勢

が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
部
長　

平
成
25
年
、
豊
科
近
代
美
術
館

に
収
蔵
庫
を
増
築
し
た
が
、
収
集
方
針
を
明

確
に
し
、
作
品
を
適
正
に
評
価
す
る
選
定
委

員
会
の
設
置
等
を
掲
げ
た
要
綱
が
必
要
と
捉

え
、
来
年
度
実
施
に
向
け
準
備
し
て
い
る
。

問　

収
集
に
は
寄
贈
を
受
け
る
方
法
も
あ
る

が
、
代
表
作
等
は
、
専
門
的
な
評
価
の
上
で

購
入
す
べ
き
と
考
え
る
。
作
品
購
入
に
安
定

的
な
予
算
措
置
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

問
題
は
活
用
、
よ
り
多
く
の
方
々
に

見
て
い
た
だ
く
工
夫
が
大
切
。予
算
措
置
は
、

総
合
的
に
判
断
す
べ
き
課
題
と
捉
え
る
。

補
正
予
算
の
法
人
市
民
税
増
収
の
扱
い

問　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
法

人
市
民
税
が
3
億
４
０
０
０
万
円
、
40
％
の

大
幅
増
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
と
思
う
が
、

こ
の
増
収
が
、
安
易
に
基
金
に
回
さ
れ
、
市

内
経
済
の
活
性
化
に
使
わ
れ
て
い
な
い
。
市

民
生
活
を
豊
か
に
す
る
立
場
で
工
夫
す
る
必

要
は
な
か
っ
た
か
。

財
政
部
長　

今
回
の
補
正
で
は
、
次
年
度
以

降
の
財
源
と
す
る
た
め
基
金
に
振
り
向
け

た
。
新
た
な
財
政
部
は
、
税
収
と
予
算
編
成

事
務
が
一
緒
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後

は
指
摘
を
参
考
と
し
た
い
。

問　

二
度
も
不
落
。当
初
計
画
の
見
直
し
を
。

商
工
観
光
部
長　

床
面
積
、
構
造
な
ど
も
見

直
し
、
よ
り
多
く
の
指
定
管
理
者
か
ら
応
募

を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
見
直
し
を
図
る
。

問　

観
光
と
健
康
の
二
面
で
な
く
、
健
康
に

特
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
部
長　

あ
く
ま
で
市
民
利
用
が
大

前
提
だ
が
、
西
側
の
観
光
拠
点
で
も
あ
る
。

問　

圧
縮
し
な
い
と
同
じ
結
果
が
予
想
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
部
長　

事
業
費
の
圧
縮
も
想
定
し

て
見
直
す
が
、事
業
費
の
オ
ー
バ
ー
も
あ
る
。

問　

事
業
費
も
オ
ー
バ
ー
し
、
将
来
的
に
は

売
り
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
事
業
を
進
め
る
の

は
ど
う
か
。見
直
し
設
計
に
１
６
０
０
万
円
。

む
し
ろ
企
業
責
任
を
取
り
、
傷
口
が
大
き
く

な
ら
な
い
う
ち
に
ゼ
ロ
に
戻
す
べ
き
で
は
。

商
工
観
光
部
長　

現
設
計
を
し
た
知
識
経
験

が
あ
る
の
で
見
直
し
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
。

「
総
合
教
育
会
議
」
の
問
題

問　

教
育
に
政
治
の
介
入
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
。

市
長　

教
育
の
中
立
性
は
守
っ
て
い
く
。

問　

消
費
税
増
税
政
策
は
、
失
政
で
は
な
い

か
。
市
財
政
へ
の
影
響
は
。

市
長　

円
安
、
株
価
の
上
昇
で
業
績
好
調
法

人
と
輸
入
品
が
高
く
な
っ
て
業
績
が
厳
し
い

企
業
の
二
極
に
。
賃
上
げ
も
物
価
上
昇
に
追

い
つ
か
ず
、
非
正
規
雇
用
が
増
え
、
生
活
が

豊
か
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
皆
さ
ん
は
多

く
な
い
。
先
送
り
に
よ
る
影
響
は
大
き
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

○
ご
み
処
理
問
題
。
北
小
倉
の
産
廃
施
設
と

「
穂
高
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
焼
却
炉

更
新
に
つ
い
て

問
　
少
子
化
、
核
家
族
化
が
進
行
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
希
薄
化
す
る
中
、
一
人

で
悩
み
孤
立
す
る
母
親
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
。
両
親
が
高
齢
で
あ
っ
た
り
、
働
い
て

い
て
頼
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
様
々
な
事

情
で
公
的
な
支
援
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い

る
。
市
の
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
。
ニ
ー

ズ
も
増
え
て
き
て
い
る
。
安
曇
野
ら
し
い
事

業
の
展
開
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　

産
後
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
、デ
イ
ケ
ア
の
よ
う
な
取
り
組
み
、

ま
た
母
親
の
相
談
相
手
に
な
っ
た
り
一
緒
に

外
出
し
た
り
す
る
、
産
後
ヘ
ル
パ
ー
事
業
の

よ
う
な
支
援
は
で
き
な
い
か
。

保
健
医
療
部
長　

産
後
ケ
ア
は
ニ
ー
ズ
や
実

施
状
況
を
研
究
し
て
い
く
。

問　

子
育
て
世
代
の
外
出
支
援
に
、
授
乳
や

お
む
つ
替
え
の
た
め
に
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ

と
が
で
き
る
場
所
が
必
要
だ
と
思
う
。「
赤

ち
ゃ
ん
の
駅
」
を
提
案
し
た
い
。

保
健
医
療
部
長　

広
域
で
行
う
方
が
効
果
が

あ
る
と
思
う
。
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
で
の
病
児
・
病

後
児
の
預
か
り
に
対
す
る
不
安
の
声
を
伺
っ

た
。
き
ち
ん
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
で
看
護
師
や

保
育
士
が
対
応
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

福
祉
部
長　

安
心
し
て
預
か
る
ス
ペ
ー
ス
は

必
要
だ
と
思
う
。
医
療
機
関
と
連
携
し
て
専

用
ス
ペ
ー
ス
で
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
。
来

年
度
交
渉
を
進
め
て
、
病
児
保
育
の
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

問　

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
が
出
た
。

全
て
の
児
童
が
放
課
後
等
を
安
全
・
安
心
に

過
ご
せ
る
一
体
型
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
お

よ
び
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
実
施
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　

近
い
将
来
、
一
体
的
に
、
ま
た

は
連
携
し
て
実
施
し
て
い
く
よ
う
に
関
係
機

関
と
協
議
、
調
整
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

拾ヶ堰から大糸線と北アルプスを望む豊科近代美術館

しゃくなげの湯建設予定地

市政のここが聴きたい！！12 月
定例会

※
一
般
質
問
の
詳
細
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
各
図
書
館
に
会
議
録
が
あ
り
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
会
議
録
が
で
き
る
ま
で
に
は
２
か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
）

「
観
光
立
市
・
安
曇
野
」
の
推
進
を

無
所
属
　
林
　
　
　
孝
　
彦

切
れ
目
の
な
い
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
支
援
の
充
実
を

公
明
党
　
中
　
村
　
今
朝
子

先
人
や
市
内
芸
術
家
の

作
品
の
収
集
と
活
用
は

政
和
会
　
松
　
枝
　
　
　
功

し
ゃ
く
な
げ
の
湯
の
計
画
は

白
紙
に
戻
し
て
や
り
直
す
べ
き
だ

日
本
共
産
党
安
曇
野
市
議
団
　
井
　
出
　
勝
　
正

生
ま
れ
る
前
か
ら
、
死
ん
で
も
と
る
の
が

消
費
税
。
10
％
に
き
っ
ぱ
り
ノ
ー
を
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研 修 視 察 報 告
【
倉
敷
市
役
所
】

視
察
経
緯　

安
曇
野
市
の
公
共
施
設
は
合
併

に
よ
り
重
複
所
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
多

く
が
同
時
期
に
老
朽
化
と
な
る
な
ど
維
持

管
理
を
含
め
今
後
厳
し
い
財
政
状
況
が
予

想
さ
れ
る
中
、
こ
の
課
題
の
議
論
が
求
め
ら

れ
る
。

概
要
及
び
考
察　
※
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
（
Ｆ
Ｍ
）
の
推
進
を
柱
に
３
０
０

０
施
設
を
専
門
職
チ
ー
ム
（
リ
ー
ダ
ー
は

民
間
か
ら
）
の
目
で
図
面
・
図
書
の
整
備

な
ど
現
状
の
デ
ー
タ
化
を
し
、
長
期
修
繕

計
画
で
の
維
持
管
理
を
し
て
い
た
。
安
曇

野
市
も
公
共
施
設
白
書
を
基
に
、
専
門
チ

ー
ム
（
課
）
に
よ
る
取
り
組
み
を
望
む
。

【
小
坂
製
錬
所
㈱
・
グ
リ
ー
ン
フ
ィ

ル
小
坂
㈱
】

捨
て
れ
ば
た
だ
の
ゴ
ミ
、
不
法
投
棄
に

繋
が
り
回
収
労
力
費
用
も
か
さ
む
。
環
境
問

題
と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
（
資
源
化
）
に
関

わ
る
諸
問
題
の
解
決
策
の
参
考
に
視
察
し

た
。
最
重
要
と
す
る
安
曇
野
市
の
焼
却
灰
の

処
分
、
自
区
内
処
理
の
観
点
か
ら
、
最
先
端

技
術
を
有
す
る
国
内
最
大
級
処
理
施
設
を
視

察
し
た
。

【
北
上
市
役
所
】

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
、
企
業
の
見

学
ル
ー
ト
を
活
用
し
た
産
業
観
光
を
推
進
し

【
江
戸
川
区
役
所
】

江
戸
川
区
は
川
と
海
に
囲
ま
れ
、
河
川
を

中
心
に
緑
が
多
く
あ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
水
と
緑
を
生
か
し
た
都
市
の
景
観
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、
下
町
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ハ
ー
ド

面
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を

生
か
し
た
ソ
フ
ト
面
も
景
観
の
一
つ
と
位
置

づ
け
、『
え
ど
が
わ
百
景
』
は
そ
の
活
動
の

一
環
で
あ
る
。

当
地
は
景
観
計
画
が
な
い
と
ビ
ル
が
乱

立
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
計
画
の
中

で
は
い
ろ
い
ろ
と
制
限
を
か
け
て
い
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
区
民
も
一
緒
に
参
加

し
て
、
景
観
の
良
い
と
こ
ろ
を
盛
り
上
げ
て

い
く
こ
と
を
目
指
し
て
計
画
策
定
を
進
め
て

【
朝
来
市
役
所
】

視
察
経
緯　

産
業
振
興
政
策
は
、
根
幹
と
な

る
経
済
基
盤
で
の
考
え
方
や
指
標
に
よ

る
政
策
が
求
め
ら
れ
る
。

概
要
及
び
考
察　

経
済
成
長
戦
略
の
視
点
の

一
つ
に
域
外
マ
ネ
ー
の
獲
得
を
掲
げ
、
市

内
外
へ
の
販
売
と
購
買
状
況
を
産
業
連

関
表
（
一
年
間
の
産
業
者
、
消
費
者
間
取

引
を
把
握
）
と
し
て
作
成
し
、
地
域
内
の

高
い
経
済
循
環
を
目
指
し
て
い
る
こ
と

を
本
市
に
も
活
か
し
た
い
。

【
吹
田
市
役
所
】

視
察
経
緯　

大
き
な
自
然
災
害
で
は
、
自
主

防
災
組
織
に
よ
る
救
助
対
応
な
ど
が
評

価
さ
れ
て
い
る
。

概
要
及
び
考
察　

小
学
校
区
域
を
基
本
と
し

た
自
主
防
災
組
織
が
設
立
さ
れ
、
避
難
所

生
活
が
長
期
化
し
た
場
合
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
な
ど
阪
神
淡
路
大
震
災
の
教

訓
が
活
き
て
い
る
。
ま
た
、「
防
災
だ
よ

り
」
の
発
行
な
ど
は
情
報
の
共
有
に
な
る

の
で
、
本
市
と
し
て
も
取
り
組
み
た
い
。

て
い
る
。
国
の
重
要
無
形
文
化
財
岩
手
民
俗

芸
能
「
鬼お

に
け
ん
ば
い

剣
舞
」
か
ら
生
ま
れ
た
ゆ
る
キ
ャ

ラ
「
鬼
ま
る
く
ん
」
は
、
20
年
に
わ
た
り
活

用
さ
れ
効
果
が
大
き
い
。
ま
た
、
み
ち
の
く

三
大
桜
ま
つ
り
等
、
広
域
滞
在
型
観
光
へ
の

取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

【
白
河
市
役
所
】

白
河
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
事
業
は
、
安
曇
野
市

の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
考
え
る
う
え
で
参
考
と

な
っ
た
。
松
枯
れ
被
害
対
策
に
関
し
て
、
有

人
ヘ
リ
に
よ
る
薬
剤
空
中
散
布
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
る
。
市
民
の
声
、
健
康
被
害
等

反
対
の
声
や
運
動
が
あ
る
か
を
担
当
者
に
聞

い
て
み
た
。
反
対
運
動
等
は
な
く
理
解
を
得

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
本
市
で
も
重
要
な

問
題
に
な
っ
て
い
る
松
枯
れ
対
策
の
参
考
と

な
っ
た
。

い
る
。

百
景
に
選
ば
れ
た
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

や
陸
上
競
技
場
な
ど
の
施
設
も
視
察
し
た
。

【
東
金
市
役
所
】

東
金
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
Ｊ
Ｒ
東
金
線

の
3
つ
の
駅
を
中
心
に
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街

地
形
成
を
目
指
し
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
環

境
や
農
地
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、
住
宅

地
、
商
業
地
、
工
業
地
の
適
正
配
置
に
務
め

て
い
る
。
ま
た
、
い
く
つ
か
の
施
設
を
複
合

的
に
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
長
期
的
視
点
に

立
っ
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
構
想
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

な
お
水
道
事
業
は
、
一
級
河
川
利
根
川
を

水
源
と
す
る
水
資
源
機
構
に
よ
る
直
轄
管
理

で
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
要
施
設
と
し
て
、
文
化

会
館
や
産
業
交
流
拠
点
施
設
な
ど
の
施
設
も

視
察
し
た
。
安
曇
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
一

助
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

総務委員会環境経済委員会

建設水道委員会

倉敷市役所世界一の複合リサイクル製錬所の視察

江戸川区の水と緑を生かした都市景観

11 月 4日　視察先　岡山県倉敷市役所
目　的　公共施設のあり方等について

11 月 5日　視察先　兵庫県朝
あさご

来市役所
目　的　経済成長戦略について

11 月 6日　視察先　大阪府吹田市役所
目　的　自主防災の取り組みについて

11 月 16 日	 視察先　秋田県小坂製錬所㈱
	 目　的　小型家電等複合リサイクルに関して
11 月 16 日	 視察先　秋田県グリーンフィル小坂㈱
	 目　的　ゴミ焼却灰の最終処分施設
11 月 16 日	 視察先　岩手県北上市役所
	 目　的　産業観光の取り組み・ゆるキャラ活用
11 月 17 日	 視察先　福島県白河市役所
	 目　的　六次産業の取り組み・松枯れ対策

11 月 10 日	 視察先　東京都江戸川区役所
	 目　的　景観のまちづくりに関して
11 月 11 日	 視察先　千葉県東

とうがね

金市役所
	 目　的　コンパクトシティーの現状

※ファシリティマネジメント（ＦＭ）とは・・・効率的な活動のために行う、
　建築物の設備・人員組織などについての総合的な管理のこと

○：賛成　×：反対　退：退席　議：議長（可否同数以外採決に加わらない）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

議案等
番号

　　　　　　議員名

議案名　　　　　　

松
枝　
　

功

坂
内
不
二
男

林　
　

孝
彦

井
出　

勝
正

一
志
信
一
郎

宮
澤　

豊
次

黒
岩　

豊
彦

増
田
望
三
郎

竹
内
秀
太
郎

藤
原　

正
三

中
村
今
朝
子

山
田　

幸
与

平
林　
　

明

小
松
洋
一
郎

荻
原　

勝
昭

猪
狩
久
美
子

藤
原　

陽
子

内
川　

集
雄

小
松　

芳
樹

召
田　

義
人

松
澤　

好
哲

小
林　

純
子

濵　
　

昭
次

平
林　

德
子

宮
下　

明
博

議案
第 103号

安曇野市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案
第 104号

安曇野市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営
に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案
第 107号

安曇野市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準等を定める条例

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案
第 108号

安曇野市地域包括支援センターの包括的支援事業を実施する
ために必要なものに関する基準を定める条例 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案
第 112号 平成 26年度安曇野市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ 議
議案
第 114号 平成 26年度安曇野市介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案
第 120号 公の施設の指定管理者の指定について（ファインビュー室山）○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
議案
第 121号

公の施設の指定管理者の指定について（ほりでーゆ～四季の
郷及び周辺施設） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議

議案
第 133号 安曇野市新本庁舎建設工事変更請負契約について ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 議
請願
第 4号 安曇野市議会議場に国旗・市旗を掲揚するよう求める請願 × × × × ○ ○ × × ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○
請願
第 6号

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求め
る請願書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

請願
第 7号 介護従事者の処遇改善を求める請願書 × × ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ × × ○ × ○ ○ × × 議
陳情
第 9号 国に対し、消費税率 10％への増税中止を求める陳情書 × × × ○ × × × × × × × × × × ○ ○ × × × × ○ ○ × × 議
陳情
第 11号

安曇養護学校に在籍する安曇野市在住の子どもたちの通学負
担軽減のためのバス配置について × × ○ ○ × × × ○ × ○ × × × × ○ ○ × × × × ○ ○ × × 議

陳情
第 13号

「安曇野市議会議員の寄附禁止に関する条例」の制定、及び「平
成 26年２月に行われた当市市議会議員の寄附行為の真実の
究明、公表」を求める陳情

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × 退 × × 議

議員提出
第 10号

安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善・大幅増員を求め
る意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

議員提出
第 11号 介護従事者の処遇改善を求める意見書 × × ○ ○ × × ○ ○ × ○ × × × × ○ ○ × × ○ × ○ ○ × × 議
議員提出
第 14号 介護従事者等の処遇改善を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 議

議案等の賛否一覧（賛否が分かれた事件）
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平成 27年 2月 4日発行

◆孫の祖父母参観に出かけました。園長先生のお
話の中に最近の子どもは物をよけて歩く感覚に乏し
いとありました。田んぼのデコボコ感がバランスを
保つのに良いとも。私たちの幼少時代では当たり
前の光景でしたが、そんな環境を与えてやりたい
ものです。さて、今回の議会だよりは会派代表質

問などを中心にお届けします。ぜひご覧ください。また、この広報紙が皆様の茶の間の片す
みにあって、折に触れて家族団らんの話題としていただけましたら幸いです。　 山田　幸与

◆ 2 分の 1 成人式（10 歳の成人式）。最近小学校で記念となる催しの報道を見た。安曇野
市も 10 周年を迎えるが、20 周年に向けて平成 27 年度は重要な通過点となろう。特に社
会保障に関する国の政策が大きく変化する今こそ、我々議員は行政のチェックだけではなく、
政策提言が求められる。それに応えられる議員としての成人になりたい。　　　 小松　芳樹

議会広報特別委員会
　委 員 長　坂内不二男
　副委員長　増田望三郎

委員　林　　孝彦　井出　勝正　中村今朝子　山田　幸与
　　　一志信一郎　藤原　正三　内川　集雄　小松　芳樹

発行　長野県安曇野市議会
編集　議会広報特別委員会
印刷　有限会社安曇印刷

気軽にご意見をお聞かせください。

こ
の
ご
ろ
、
私
は
安
曇
野
の
西
に
そ

び
え
る
北
ア
ル
プ
ス
の
景
観
に

は
ま
っ
て
い
る
。
少
し
前
ま
で
は
、
毎
日

見
て
い
る
身
近
な
山
だ
か
ら
、
さ
し
て
気

に
も
せ
ず
当
り
前
に
思
っ
て
い
た
が
、
そ

れ
が
も
っ
た
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
か

ら
だ
。
四
季
折
々
に
見
せ
る
大
自
然
の
山

の
風ふ

う
ぼ
う貌
は
、
美
し
く
優
し
く
、
あ
る
時
は

猛た
け
だ
け々

し
く
凄す
ご

み
、
見
る
者
を
圧
倒
す
る
。

日
本
の
山
岳
美
の
代
表
と
い
え
ば
も

ち
ろ
ん
富
士
山
で
、
年
々
多
く

の
観
光
客
で
賑に

ぎ

わ
っ
て
い
る
が
、
次
は
北

ア
ル
プ
ス
を
お
い
て
他
に
は
な
い
。
安
曇

野
の
名
は
今
や
全
国
に
広
が
っ
て
い
る

が
、
北
ア
ル
プ
ス
の
名
は
そ
れ
程
で
も
な

い
。
だ
が
、
東
南
ア
ジ
ア
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
（
中
国
と
イ
ン
ド
を
除
く
）
と
い
っ

た
国
々
の
人
達
が
北
ア
ル
プ
ス
を
見
た
ら

ど
う
感
じ
る
だ
ろ
う
。

今
、多
く
の
観
光
客
は
松
本
城
を
見
て

次
は
善
光
寺
へ
向
か
う
と
い
う
。

安
曇
野
は
車
窓
か
ら
眺
め
て
通
り
過
ぎ
る

だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
、
世
界

の
主
な
山
岳
の
資
料
を
集
め
た
大
型
山
岳

館
を
作
る
と
か
、
光
城
山
の
峰
に
展
望
台

を
作
り
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
で
下
と
結
ぶ
と

か
、犀
川
の
河
原
で
気
球
を
揚あ

げ
る
と
か
、

観
光
客
の
足
を
止
め
る
施
設
を
作
り
、
北

ア
ル
プ
ス
を
大
々
的
に
宣
伝
す
れ
ば
、
国

内
と
い
わ
ず
諸
外
国
か
ら
の
観
光
客
を
呼

べ
る
の
で
は
な
い
か
。
む
ろ
ん
そ
れ
に
は

資
金
が
か
か
り
時
間
も
か
か
る
が
、
長
期

計
画
と
し
て
ぜ
ひ
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
市
は
立
派
な
近
代
美
術
館
を

持
っ
て
い
る
が
、
せ
め
て
年

一
回
ぐ
ら
い
、
内
外
の
主
な
美
術
家
の
展

覧
会
が
で
き
る
よ
う
、
財
団
ま
か
せ
で
は

な
く
、
資
金
を
手
当
て
し
て
頂
き
た
い
。

県
下
一
を
誇
る
パ
チ
ン
コ
店
は
要
ら
な

い
。
文
化
都
市
を
名
乗
る
安
曇
野
市
の
誇

り
に
か
け
て
。

小穴　竹豊さん

（豊科）

古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。

議会傍聴へようこそ！

議会からのお知らせ

平成27年安曇野市議会3月定例会は２月２０日（金）～３月２０日（金）頃を予定。皆さんの傍聴をお待ちしています。
なお、議会ホームページでは本会議のライブ配信も実施中です！ぜひご覧ください。

※請願・陳情の締切は定例会開会日の１０日前です。それ以降の提出は次の定例会での審議になりますのでご注意ください。

文
化
の
ま
ち
に

安曇野市議会基本条例の条
文ごとの解説ができました

公職選挙法に基づき「寄附
行為の禁止」を徹底します

議会事務局（堀金支所内）で、または議
会ホームページでご覧いただけます。

議員が地域行事、祭りなどへ寄附や差
し入れをしたり、開店祝いや葬儀の花輪、
病気見舞い（親族以外）、中元、歳暮、入
学・卒業祝い、代理出席の場合の結婚
祝い・香典などを贈ることは禁止です。

『寄附行為　しない、させない、求めない』


